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 全国がん登録と連携した臓器がん登録による大規模コホート研究の推進及び高質診療 

データベースの為のNCD長期予後入力システムの構築に関する研究 
 

（研究分担者 今村将史・札幌医科大学消化器・総合、乳腺・内分泌外科・講師） 
 
 研究要旨                         

「がん登録を利用した医療情報の発信に関する研究」について、現行の主ながん診療
ガイドラインの検証動向の現状を把握し、全国がん登録開始後の優位点と今後の展望
に関して検討した。 
 現在はガイドライン関係学術団体主導のもと検証がなされ、新たな推奨医療の追加
や改訂へと繋がっている。今後は、学術団体別に「がん登録」と「臓器がん登録」の
登録情報の突合を行うこと、NCDシステム等の導入を探索することで、より正確で
科学的なガイドライン推奨内容の検証が可能な研究分析体制になると考えられた。 
 

Ａ．研究目的             
本邦のがん診療ガイドライン事業は、20

01年3月「胃癌治療ガイドライン」の公開
に始まり、現在30以上の領域のガイドライ
ンが公開されている。診療ガイドラインに
おいては、「作成」のみならず「普及」
「導入」「評価」といった一連のプロセス
が肝要であり、「推奨医療の教育と普及」
「診療動向変化の有無の検証と評価」「診
療アウトカム改善の有無と評価」などがな
されることにより、「作成」にフィードバ
ックされ、新たな推奨医療の追加やガイド
ライン改訂へと繋がることが理想的な流れ
である。本邦におけるがん診療ガイドライ
ンの検証動向の現状を報告し、全国がん登
録開始後の優位点と今後の展望に関して検
討する。 

 
Ｂ．研究方法 

本研究班の分担研究者の中から、臓器
・組織別（14がん種）に「がん診療ガイ
ドラインに関わった研究担当者」を対象
として、「がん診療ガイドライン」にお
ける推奨医療内容の検証状況について、
以下のアンケートを実施した。 
①推奨医療あるいはその関連医療を対象

にその検証研究あるいは類似関連研究
の実施・開始の有無（具体的研究項
目、研究成果の論文化、研究を行う際
の症例登録法、推奨医療内容の普及
度、検証された推奨医療内容など） 

②今後普及程度あるいは推奨医療内容検
証の予定の有無 

③ガイドラインの改訂回数、検証結果のガ
イドライン変更・加筆への影響・効果 

 
Ｃ．研究結果 
①検証を実施しているがん種は57%、また
検証研究の症例登録においてNCDまたは
第三者機関を活用しているがん種は20% 

②今後検証を予定しているがん種は60%で 

 あった。推奨医療については、学会ホー
ムページや専門医制度カリキュラムある
いは各種セミナー等により衆知を図る体
制をとっていた。 

③2回以上の改訂を行っているがん種は50
%以上あり、約半数で検証・論文化がガ
イドラインの変更・加筆に影響を与え
ていた。 

 
Ｄ．考察 

現在はガイドライン関係学会主導のも
と検証がなされ、新たな推奨医療の追加
や改訂へと繋がっている。今後本研究班
では、学会別に「がん登録」と「臓器が
ん登録」の登録情報の突合を試み、NCD
システム等の導入を含め正確で科学的な
研究分析体制を探索し、ガイドライン推
奨内容の検証を試みたいと考えている。 

 
Ｅ．結論 

学術団体別に「がん登録」と「臓器が
ん登録」の登録情報の突合を行うこと、
NCDシステム等の導入を探索すること
で、より正確で科学的なガイドライン推
奨内容の検証が可能な研究分析体制にな
ると考えられた。 

 
Ｇ．研究発表 
1.  論文発表：なし 
2.  学会発表：今村将史、沖田憲司、石黒
めぐみ、水島恒和、森正樹、杉原健一、竹
政伊知朗、平田公一．がん診療ガイドライ
ンの検証動向の現状（シンポジウム）．第
54回日本癌治療学会学術集会：2016.10.20
-22：横浜 

 
Ｈ．知的財産権の出願・登録状況    
 （予定を含む。）  
 1. 特許取得：なし 
 2. 実用新案登録：なし 
 3. その他：なし 
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